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研究要旨: 現在、厚生労働省のシックハウス(室内空気汚染)問題に関する検討会において、
「室内濃度指針値見直しスキーム」にしたがって室内濃度指針値の改定あるいは対象化合
物の追加に関する議論が進められている。そのスキームでは、全国実態調査等に基づく初
期曝露評価に続いて、既存のハザード情報を活用して初期リスク評価を行うこととされて
いる。この初期リスク評価は、その評価結果に基づいて詳細曝露評価および詳細リスク評
価を実施するか否かが判断される重要なステップである。しかし、多くの室内環境化学物
質では、初期リスク評価に資するハザード情報が比較的限られていることから、この段階
が指針値策定/改定作業において律速となることが危惧されている。このような背景から、
本研究では、室内濃度指針値の策定に必要なハザード情報の網羅的な収集ならびに不足情
報の補完方法の確立を目的として、1) 気道内挙動の in vitro/in silico予測、2) 気道障害性
の in vitro評価、および 3) 気道障害性にかかる情報収集および優先順位判定、の 3テーマ
を軸として 3 年間にわたって研究を実施した。さらに、平成 28 年度からは、喫緊の行政
ニーズに対応する目的で、4) 定量的 VOC放散データベースの構築にかかるサブテーマを
追加した。本研究では、気道内挙動の in vitro/in silico 予測法として PBPK-CFD-CSP 法を
確立し、経気道曝露の参照濃度 RfC を合理的に決定するための有効な情報を提供できる
可能性がこと、さらに、気道内での異物代謝も加味した精緻化が可能であることを示した。
また、気道障害性 (気道刺激性および気道感作性) の in vitro予測法として、侵害刺激受容
体発現細胞株による Calcium Mobilization Assay および DPRA の有用性を示した。これら
の in vitro/in silico予測法/補完法の開発と並行して、室内空気中高頻度 ・高濃度検出化合物
について既存のハザード情報の収集および初期リスク評価を行った。さらに、GHSデータ
ベースを活用した気道刺激性 ・感作性の情報収集方法、ならびにワークフロー型機械学習 ・
予測モデルによる気道刺激性情報の補完方法を提示した。また、室内空気中の化合物濃度
の効率的な低減化を進める際に必須となる放散源情報の収集方法に関しては超小形チャ
ンバー µ-CTE によるハイスループット放散試験が極めて有用であることを示した。本研
究によって得られたハザードに関する既存情報や in vitro/in silico 補完方法の成果の一端
は、シックハウス検討会において既に有効に活用されている。今後、本研究で得られた知
見および要素技術を活用して要検討化合物のリストを作成し、シックハウス検討会に提示
することによって、室内濃度指針値の策定/改定作業を一層の加速化することが可能にな
るものと期待される。
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A. 目的 

1990 年代に、建材等に由来する化学物質
による健康被害、いわゆるシックハウス症候
群が顕在化したことから、1997～2002 年に
揮発性/準揮発性有機化合物 13物質および総
揮発性有機化合物 (TVOC) にそれぞれ室内
濃度指針値、暫定目標値が設定された。その
後 10 年が経過し、代替溶剤等の使用による
新たな室内空気汚染や準揮発性有機化合物
と呼ばれる比較的沸点の高い可塑剤や難燃
剤、バイオサイドによる室内環境汚染が懸念
されること、さらには 2010 年に発刊された
WHO Guidelines for Indoor Air Quality: Selected 
Pollutants に収載された未規制物質への対応
を図る必要が生じたことなどから、2012年 9
月に「シックハウス (室内空気汚染) 問題に
関する検討会」(以下、シックハウス検討会) 
が約 10 年ぶりに開催された。その後、現在
までに 11 回の検討会 (2017 年 4月現在) を
通じて室内濃度指針値の見直しあるいは対
象物質の追加に関する議論が進められてい
る。今後は、室内空気中で高頻度 ・高濃度で
検出される化学物質について、順次、既存の
ハザード情報に基づく「初期リスク評価」、
さらには 「優先化合物リスト作成」、「詳細リ
スク評価」を経て最終的に室内濃度指針値の
見直し等が行われる運びとなっている。 
しかし、ここで問題となるのが、室内環境
化学物質の 「初期リスク評価」に資するハザ
ード情報が比較的限られていることであり、
この段階が指針値の策定作業あるいは改定
作業において律速となることが危惧されて
いる。そこで、本研究では 「ハザード情報の
網羅的な収集ならびに不足情報の補完方法
の確立」を目的として、1) 気道内挙動の in 
vitro/in silico予測、2) 気道障害性の in vitro評

価、3) 気道障害性にかかる情報収集および
優先順位判定、4) 定量的 VOC放散データベ
ースの構築、の 4つのサブテーマを設定して
検討を行った。 
 
 
B. 研究方法 
B-1気道内挙動の in vitro/in silico予測 

B-1-1: BMI 約 22 程度の平均な体型の男
性非喫煙者のCTデータを用いてヒト数値気
道モデルを作成した。次いで、立位型の成人
男性モデルの人体幾何形状データ (Virtual 
Manikin) を用いてヒト数値気道モデルとの
統合モデルを作成した。両モデルを統合する
際には、連続したメッシュにて数値人体モデ
ルと数値気道モデルを完全に一体化し、CFD
解析を実施する際には気道内部空間から鼻
腔･口腔を介して室内空間まで一連の解析空
間として扱うモデルを作成した。気道 
(Airway)、粘膜上皮 (Epithelium + Mucus)、上
皮下組織 (Subepithelium) の 3 層 (厳密には
CFD 解析で 1 層、PBPK モデルとして 2 層) 
からなる PBPK-CFDモデルを CSPの数値気
道モデルに統合した。最終的に、生理的薬物
動態解析 (PBPK) モデルを呼吸器系モデル
に統合した数値人体モデル (CSP) をリアル
タイムの流体解析 (CFD) と連成解析可能と
するため、支配方程式の非定常化を実施した。
非定常解析対応に伴い計算負荷が増加する
ため、数値解析アルゴリズムを MPI により
並列化することで計算速度の向上を図った。 
 

B-1-2: ヒトの鼻粘膜、気管および気管支
粘膜における薬物代謝酵素の発現に関係す
る主立った論文を調査し、2,2,4-Trimethyl-
1,3-pentanediol diisobutyrate (TXIBTM, TMPD-
DIB と 略 す ) お よ び 2,2,4-Trimethyl-1,3-
pentanediol monoisobutyrate (TexanolTM, 
TMPD-MIB と略す)の気道における加水分解
反応を速度論的に評価する上で重要となる
薬物代謝酵素について検討した。 
次に、薬物代謝酵素が高発現しているヒト

肝ミクロゾームを用いて、気道粘膜刺激症状
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への関与が指摘されている TMPD-DIB お
よび TMPD-MIB の in vitro 代謝試験を行っ
た。酵素反応溶液から代謝物を n-Hexane で
抽出し、 
ガスクロマトグラフ質量分析計  (GC/MS) 
で分析した。GC/MS 装置は日本電子株式会
社の JMS-Q1000GC K9 を用いた。カラムに
はレステック社製の Rtx-5MS (長さ 30 m、内
径 0.25 mm、膜厚 0.25μm) を用いた。サンプ
ルはスプリットレス法により注入した。イオ
ン化はイオン化エネルギーを 70 eV に設定
し、電子イオン化法により行った。カラムオ
ーブンは 40℃で 1分間保持した後、15℃/分
のペースで 250℃まで上昇させ、その後 3分
間保持した。MS スペクトルは m/z 値が 41
から 350の範囲をスキャンし、イオンクロマ
トグラムにより定量した。

B-2 気道障害性の in vitro評価
B-2-1: TRP チャネルを安定的に発現す

る細胞株を用いて、気道に対する刺激性の in 
vitro 評価 (Calcium Mobilization Assay) を行
った。ヒトおよびマウス TRPA1 安定発現細
胞 株  (Flp-In 293/hTRPA1 細 胞 、 Flp-In 
293/mTRPA1 細胞 ) を Poly-D-Lysine-coated 
96-well Plate に播種した。翌日に培地を
FLIPR Calcium 6試薬溶液に置換して 37℃で
2時間培養したのちに、分注機能付きマイク
ロプレートリーダーFlexStation3 を用いて被
検物質曝露による Flp-In 293/hTRPA1細胞お
よび Flp-In 293/mhTRPA1 細胞の細胞内 Ca2+

濃度の変動を記録した。
B-2-1: 感作性については、OECDのテス

トガイドライン TG 442C ”In Chemico Skin
Sensitisation: Direct Peptide Reactivity Assay”
(DPRA法) を用いて評価を行った。二種類の
ペプチド (システインペプチド・リジンペプ
チド) と被験物質を混和し、25℃で 24±2 時
間暗所で反応させ、残存するペプチドを
HPLCで定量した。ペプチドの減少率をもと
に感作性を評価した。

B-3 気道障害性にかかる情報収集および優
先順位判定

B-3-1: 我が国の GHS 分類評価結果 (JP-
GHS) をもとに GHS 分類項目のうちヒト健
康に対する有害性 10 項目について横断検索
可能な簡易データベースを構築した。構築し
たデータベースを用いて、気道障害性 (気道
刺激性および気道感作性) 分類がされた物
質の検索を行った。次に、気道障害性に関す
る区分がなされている物質について、気道障
害性分類の根拠となった知見の詳細につい
て解析を進めた。また、関連する有害作用で
ある皮膚感作性および皮膚刺激性について
情報を整理するとともに、化学構造分類を実
施して、気道障害性との関連の解析および知
見の無い物質について気道感作性の詳細評
価優先順位付けのためのスクリーニング評
価への適用性について検討を行った。さらに、
気道刺激性に着目して、GHS 分類結果の
3815 物質のうち、刺激性について報告のあ
る物質と報告のない物質を組み合わせたデ
ータセットから金属元素を含む物質 (115 物
質)、ハロゲン元素を含む物質 (191物質) を
除外した 291物質を対象として、気道刺激性
と目および皮膚刺激性の重複、物理化学的性
質や構造記述子を用いた予測モデル構築を
行った。構造記述子の計算には PaDEL 
Descriptorを用い、物理化学的性質は、Chemid 
plus および PubChem で検索して得られた情
報を用いた。気道刺激性との関連解析および
予測モデルには KNIMEを用いた。 

B-3-2: 国際機関や国内外の室内環境規
制に関する報告書、関連学会の資料、関連論
文をインターネットおよび文献データベー
スで諸外国の室内空気質規制状況を調査し
た。近年、主だった活動が見受けられた世界
保健機関欧州地域事務局 (WHO欧州)、ドイ
ツ、フランス、カナダを主な調査対象国とし
た。
室内環境化学物質に関して、刺激性や感作

性、一般毒性、神経毒性、免疫毒性、生殖発
生毒性、発がん性等に関する有害性情報およ
びこれらの有害性に関する量反応関係に関
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する科学的知見が記載された国際機関や諸
外国の評価文書等を網羅的に収集するとと
もに、Pubmed や TOXLINE 等のデータベー
ス検索を行い、各物質の有害性情報をとりま
とめた。特に、各物質の評価値の導出に必要
なエンドポイントおよび NOEAL や LOAEL
等の情報収集を行った。国立医薬品食品衛生
研究所によるこれまでの全国実態調査で高
頻度高濃度で検出された揮発性有機化合物
を中心に、気道障害性等に係る有害性や量反
応関係等に関する情報を収集した。得られた
有害性情報から有害性評価を行い、健康リス
ク評価値 (RfC: Reference Concenration) を導
出した。RfCは、Critical effect levelの影響濃
度(NOEAL や LOAEL) に対して、反復曝露
から連続曝露への補正や不確実係数等の係
数を適用して導出した。不確実係数としては、
初期リスク評価であるため、LOAEL を用い
た場合は 10、曝露期間については動物種と
平均寿命から算出した値、種差については 10、
個体差 10 とした。これらの数値は、初期評
価として、リスクの取りこぼしがないように
安全側の不確実係数を用いた。導出した RfC
を用いて、全国調査結果をもとに曝露余裕度 
(MOE: Margin of Exposure) を算出して初期
リスク評価を行った。 
 
B-4 定量的 VOC放散データベースの構築 

ISO 規 格 12219-3 (Interior air of road 
vehicles; 車室内の VOC濃度評価に関する実
験法 ) および ASTM 規格  D7706 (Rapid 
screening of VOC emissions from products; 製
品からの VOC 放散迅速スクリーニング法) 
に準拠する超小形チャンバー  (Micro-
Chamber/Thermal Extractor µ-CTE250, Markes
社) を使用して、家庭用品等について放散試
験を実施した。加熱脱離-GC/MS (TD-GC/MS) 
によるVOCの分析にはTD-20およびGCMS-
QP2010 Ultra (島津製作所製)を使用した。2-
Ethyl-1-hexanol, TMPD-MIB, TMPD-DIBに関
しては SCAN および SIM モードを高速にス
イッチする FASST (Fast Automated Scan / SIM 
Type) モードで測定し, Toluene-d8 を用いた

内部標準法によって定量した。 Scan測定に
より検出したピークについて GC/MS 
(GCMSsolution) 内ライブラリーのシミラリ
ティ検索 [NIST11.lib および FFNSC 1.2.lib] 
を用いて化合物を同定した。 
 
 
C. 結果と考察 
C-1気道内挙動の in vitro/in silico予測 
鼻粘膜では CYP1B1、CYP2A6、CYP2A13、

CYP2B6、CYP2C、CYP2F1、CYP2J2、CYP2S1
および CYP3A4、気管支粘膜では CYP1A1、
CYP2A6、CYP2B6、CYP2C8、CYP2C18、
CYP2E1 および CYP3A5 などの多様な
Cytochrome P450 分子種が発現していること
が明らかになった。また、エステル型の化合
物の挙動に大きな影響を及ぼすと考えられ
るエステラーゼについては、鼻粘膜で CES1
および CES2、気管支粘膜では CES1 が主要
な分子種であることが明らかとなった。さら
に、ヒト異物代謝酵素を用いて TMPD-MIB
および TMPD-DIB の代謝挙動について検討
を行った結果、CES が TMPD-DIB から 1-
hydroxy-2,2,4-trimethylpentyl isobutyrate、なら
び に 3-hydroxy-2,2,4-trimethylpentyl 
isobutyrate から 2,2,4-trimethylpentane-1,3-diol
への加水分解反応に関与することが明らか
となった。 
一方、ラット、イヌ、サルおよびヒト (2種) 

の計 5 種類の数値気道モデルを用いて計算
流体力学 CFD (Computational Fluid Dynamics) 
解析を実施し、気道内の流れ場を詳細に解析
した。気道内粘膜上皮上に形成される境界層
粘性底層内の輸送現象を正確に再現するた
め、超細メッシュを用いたメッシュ分割とし、
層流から乱流域までを精度良く再現する低
Re 型 k-ε モデルを適用して流れ場解析を実
施した。鼻腔内での複雑かつ非対称の流れ場
を定量的に解析した。 
さらに、CFD解析用数値気道モデルを人体
幾何形状モデルに統合した総合的な数値人
体モデル CSP (Computer Simulated Person) を
作成し、これに生理的薬物動態解析 PBPK 
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(Physiologically Based Pharmaco- kinetic) モデ
ルを組み込むことで、気道内での汚染物質沈
着から気道内粘膜上皮を介して体内へ向か
う汚染物質動態を解析する一連の解析モデ
ルを構築した．このモデルを建材等から放散
されるホルムアルデヒドに適用した結果、最
大吸気の際に約 54％の吸着フラックスが鼻
腔内に集中し、“ホットスポット”と呼ばれる
相対的に吸着フラックスの高い部位が存在
すること、粘膜上皮でのホルムアルデヒドの
反応量が支配的であり、上皮下組織にはほと
んど到達しないことが推察された。PBPK-
CFD-CSP 解析手法は、制御対象や規制対象
とすべき経気道曝露の参照濃度(Reference
Concentration) を合理的に決定するための有
効な情報を提供できる可能性があると考え
られる．

C-2気道障害性の in vitro評価
ヒトの気道上皮、肺および気道の知覚神経

末端で発現する侵害受容チャネルとして
TRPV1および TRPA1の他に TRPM8が同定
されていることから、ヒト TRPM8安定発現
細胞株の樹立を行った。さらに、気道の知覚
神経刺激の種差について検討を行うために、
マウスの TRPA1 および TRPM8 安定発現細
胞株を樹立し、細胞内 Ca2+濃度を指標とする
High-throughput Screening 系を構築して 2-
ethyl-1-hexanol、TMPD-MIB、TMPD-DIBおよ
び室内空気中に存在する可能性のある香料
成分による侵害受容チャネルの活性化につ
いて検討を行った。その結果、2-Ethyl-1-
hexanolはヒト TRPA1 (hTRPA1) およびマウ
ス TRPA1 (mTRPA1) のいずれのチャネルに
対しても濃度依存的な活性化を引き起こし、
両者の EC50値に顕著な差は認められなかっ
た。一方、TMPD-MIBは、hTRPA1に対して
典型的な Sigmoid 型の濃度-反応曲線を示し
たのに対し (EC50; 173 µM)、mTRPA1 では、
250 µM を超える濃度範囲で活性が阻害され
るベル型の挙動を示した。室内空気中からも
検出例のある香料成分の中にも同様のベル
型の挙動を示す物質があることから、化学物

質による気道刺激性について動物実験の結
果をヒトに外挿する際には慎重な考察が必
要であると考えられる。 
室内空気汚染実態全国調査等において高

頻度 ・高濃度での検出が報告されている化学
物質を中心に、揮発性有機化合物 (Volatile 
organic compound: VOC) および準揮発性有
機化合物  (Semi volatile organic compound: 
SVOC) に分類される、計 82化合物について
DDPRAによる感作性評価を実施した。その
結果、81化合物で感作性評価が可能であり、
そのうち 25 化合物が陽性と分類された。室
内空気汚染全国実態調査で高頻度、高濃度で
検出されている、グリコール類、グリコール
エーテル類、可塑剤、ポリ環状シロキサン類
およびその類縁化合物については、いずれも
陰性と分類された。一方、香料 9物質、脂肪
族アルデヒド (Hexanal および Nonanal)、防
腐剤 Bronopol などが陽性と分類された。ま
た、DPRAにおける Lys/Cys比が気道感作性
のスクリーニング評価に利用できる可能性
を示唆する結果が得られた。

C-3 気道障害性にかかる情報収集および優
先順位判定
我が国の GHS 分類評価結果 (JP-GHS) デ

ータをもとに 2820 物質の情報をデータベー
ス化した。気道刺激性および気道感作性につ
いてはそれぞれ 1075物質、96物質が抽出さ
れた。気道感作性 96物質のうち 86物質につ
いては、気道刺激性物質にも分類されており
気道感作性のみに分類された物質は 10 物質
であった。室内環境汚染の可能性の高い物性
として、GHS 分類情報をもとに常温におい
て気体であるとされている物質に絞り込み
を行った結果、気道刺激性 131物質、気道感
作性 4物質 (いずれも気道刺激生物質に含ま
れる) が抽出された。気道刺激性物質のうち
74物質については、JP-GHS分類根拠におい
てヒトでのエビデンスが記載されており、こ
れらについては室内環境汚染評価の優先順
位の高い物質と考察された。一方、皮膚感作
性が示されている物質については気道感作
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性の懸念もあると考えられることから、皮膚
感作性区分 1 と分類された物質を抽出した
結果、405物質が抽出され、気道感作性 96物
質のうち 86 物質については、気道感作性及
び皮膚感作性いずれも該当した。また、常温
で気体であり、かつ皮膚感作性の分類はされ
ているものの気道感作性の分類はされてい
ないものが 16 物質存在し、これらについて
も気道感作性の懸念が高い室内環境汚染評
価の優先候補としてハザード情報の収集を
行う必要があると考察された。さらに、気道
刺激性についての知見のない物質の関連情
報と化学構造等からのスクリーニング予測
評価法として、ワークフロー型の機械学習お
よび予測モデル作成ツールである KNIME 
Analytics Platform (ver. 3.2.1) を用いて予測モ
デルを構築した。 
国立医薬品食品衛生研究所おけるこれま
での全国調査で高頻度 ・高濃度で検出された
揮発性有機化合物を中心に、下記の 25物質/
群について気道障害性等に係る有害性や量
反応関係等に関する情報を収集した。 
[平成 27年度] 2-エチルヘキサノール、TMPD-
MIB、TMPD-DIB、環状シロキサン類 (オク
タメチルシクロテトラシロキサン (D4)、デ
カメチルシクロペンタシロキサン(D5))、グ
リコール類 (プロピレングリコール、1,3-ブ
タンジオール)、酢酸エステル類 (酢酸エチル、
酢酸ブチル) 
[平成 28年度] n-ブタノール、テルペン類 (d-
リモネン、α-ピネン)、グリコールエーテル類 
(プロピレングリコールモノメチルエーテル、
プロピレングリコールモノメチルエーテル
アセテート、ジエチレングリコールモノメチ
ルエーテル、ジエチレングリコールモノエチ
ルエーテル) 
[平成 29年度] 炭素数 8～16の脂肪族飽和炭
化水素類 (オクタン、ノナン、デカン、ドデ
カン、トリデカン、ヘキサデカン)、炭素数 6
～9 の脂肪族飽和アルデヒド類 (ヘキサナー
ル、ノナナール)、イソチアゾリン系抗菌剤(2-
n-octyl-4-isothiazolin-3-one (OIT)、5-chloro-2-
methyl-4-isothiazolin-3-one (CI-MIT))、トリメ

チルベンゼン、メチルシクロヘキサン、メチ
ルイソブチルケトン、リナロール 
これらの化合物について初期リスク評価

を行った結果、優先度 A (MOEが 1未満) の
化合物として、既築住宅の 2-エチルヘキサノ
ール、デカメチルシクロペンタシロキサン、
酢酸エチル、総 C8～C16 脂肪族飽和炭化水
素、ノナン、デカン、トリデカン、C6～C9脂
肪族飽和アルデヒド類およびヘキサナール、
新築住宅の TMPD-DIB、酢酸エチル、ジエチ
レングリコールモノエチルエーテル、プロピ
レングリコールモノメチルエーテルアセテ
ート、α-ピネンおよびトリメチルベンゼンが
同定された。 
 
C-4 定量的 VOC放散データベースの構築 
室内濃度指針値の見直し、もしくは追加対

象となる揮発性有機化合物のリスク評価に
資する情報を収集するための「定量的 VOC
放散データベース」を構築する目的で、家庭
用品等の放散試験を実施し、放散化学物質の
同定およびその放散速度等の分析データを
集積した。室内環境中において容積負荷率の
高い壁紙および床用敷物等の内装材 40 製品
を入手して放散試験を実施し VOCの同定を
試みたところ、2-Ethyl-1-hexanol がすべての
製品より検出された。さらに、2-Ethyl-1-
hexanolの放散速度を算出した結果、 クッシ
ョンフロアやフロアタイルからの放散量が
高いことが明らかになった。一方、カーテン
やブラインド等のウィンドウトリートメン
ト製品について放散試験を実施し VOCの同
定を試みたところ、2-Ethyl-1-hexanol, TMPD-
MIB、TMPD-DIBが高頻度で検出され、それ
らの予想気中濃度を算出した結果、ブライン
ド製品の放散量が高いことが明らかとなっ
た。 
 
 
D. 結論 
本研究では、室内濃度指針値の策定に必要

なハザード情報の網羅的な収集ならびに不
足情報の補完方法の確立を目的として、1) 
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気道内挙動の in vitro/in silico 予測、2) 気道
障害性の in vitro評価、および 3) 気道障害性
にかかる情報収集および優先順位判定、の 3
テーマを軸として 3 年間にわたって研究を
実施した。さらに、平成 28 年度からは、喫
緊の行政ニーズに対応する目的で、4) 定量
的 VOC放散データベースの構築にかかるサ
ブテーマを追加した。
本研究では、気道内挙動の in vitro/in silico
予測法として PBPK-CFD-CSP 法を確立し、
経気道曝露の参照濃度 RfC を合理的に決定
するための有効な情報を提供できる可能性
がこと、さらに、気道内での異物代謝も加味
した精緻化が可能であることを示した。また、
気道障害性 (気道刺激性および気道感作性) 
の in vitro 予測法として、侵害刺激受容体発
現細胞株によるCalcium Mobilization Assayお
よび DPRAの有用性を示した。 
これらの in vitro/in silico 予測法/補完法の

開発と並行して、室内空気中高頻度 ・高濃度
検出化合物について既存のハザード情報の
収集および初期リスク評価を行った。さらに、
GHS データベースを活用した気道刺激性・
感作性の情報収集方法、ならびにワークフロ
ー型機械学習 ・予測モデルによる気道刺激性
情報の補完方法を提示した。 
また、室内空気中の化合物濃度の効率的な
低減化を進める際に必須となる放散源情報
の収集方法に関しては超小形チャンバー µ-
CTE によるハイスループット放散試験が極
めて有用であることを示した。 
本研究によって得られたハザードに関す
る既存情報や in vitro/in silico補完方法の成果
の一端は、シックハウス検討会において既に
有効に活用されている。今後、本研究で得ら
れた知見および要素技術を活用して要検討
化合物のリストを作成し、シックハウス検討
会に提示することによって、室内濃度指針値
の策定/改定作業を一層の加速化することが
可能になるものと期待される。 
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